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広島市立大学名誉博士称号授与規程 

平成22年４月１日 

規 程 第 41 号 

 （趣旨） 

第１条 この規程は、広島市立大学名誉博士（以下「名誉博士」という。）の称号の

授与に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （称号） 

第２条 名誉博士の称号は、広島市立大学名誉博士とする。 

 （授与の要件） 

第３条 名誉博士の称号は、次の各号のいずれかに該当する者に対し学長が授与す

る。 

 ⑴ 学術文化の発展と交流等に寄与した功績が特に顕著であり、広島市立大学（以

下「本学」という。）において顕彰することが適当と認められる者 

 ⑵ 世界平和の推進又は人類社会の発展に寄与した功績が特に顕著であり、本学

において顕彰することが適当と認められる者 

 ⑶ 本学の教育研究の発展に寄与した功績が特に顕著であると認められる者 

 （選考の手続） 

第４条 学長は、前条各号のいずれかに該当する者がある場合は、教育研究評議会

の議を経て、名誉博士の称号を授与する。 

２ 副学長、学部長・研究科長、研究所長又は事務局長は、前条各号のいずれかに

該当する者がある場合は、当該学部等の教授会等の議を経て、これを学長に推薦

することができる。 

３ 前項の規定にかかわらず、副学長又は事務局長が推薦する場合は、教授会等の

議を要しない。 

４ 推薦者は、推薦に当たり、推薦書（様式第１号）を学長に提出するものとする。 

５ 学長は、前項の推薦があったときは、教育研究評議会の議を経て、名誉博士の

称号を授与する。 

６ 第１項及び前項に定める教育研究評議会の議は、出席者の３分の２以上の賛成

を要するものとし、無記名投票によりこれを決定する。 

 （審査委員会） 

第５条 学長は、前条の規定により、名誉博士の称号を授与しようとするときは、
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教育研究評議会の議に先立ち、名誉博士称号授与審査委員会（以下「審査委員会」

という。）を設置し、審査を行うものとする。 

２ 審査委員会は、学長、副学長及び学長が指名する者で組織する。 

３ 審査委員会に委員長を置き、学長をもって充てる。 

４ 審査委員会は、必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見を聴く

ことができる。 

５ 前各項に定めるもののほか、審査委員会の運営に関し必要な事項は、審査委員

会が定める。 

 （名誉博士記の交付） 

第６条 名誉博士の称号を授与するときは、名誉博士記（様式第２号）を交付する

ものとする。 

 （委任） 

第７条 この規程に定めるもののほか、名誉博士の称号の授与に関し必要な事項は、

別に定める。 

   附 則 

 この規程は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

 

様式 略 


